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JAXAタウンミーティング in かごしま 開催報告 

 
平成 29年 11月 26日、JAXAタウンミーティング inかごしま ～JAXAとかたっど！明日の宇宙～ 

を開催しました。今回は、持続可能な社会を創るための宇宙開発について話題を提供し、会場の

参加者と活発な意見交換がなされました。 
 

■開催日時  平成 29 年 11月 26 日（日） 11:00～12:20 

■会場    かごしま県民交流センター 県民ホール 

■参加者数  32名 

■登壇者   ・JAXA第一宇宙技術部門 宇宙利用統括付参与 鈴木 明子 

        話題：「SDGsと宇宙」 

■進行コーディネーター 

       ・JAXA広報部長 庄司 義和 

 

アンケート回答者の属性（有効回答数：12） 

１．性別                    ２．年齢  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．居住地                  ４．職業 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

83%

女性

17% 15歳未満

17%

15-17

33%

50-59

50%

鹿児島県

鹿児島市

67%

鹿児島県霧

島市

16%

鹿児島県

姶良市

17% 会社員（上

記以外）

33%

教職員

17%

高校生

33%

中学生

17%
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いただいた主なご意見（意見投稿、アンケート記入分も含む） 

■今回のタウンミーティングの話題に関連して 

◇「SDGs と宇宙」について  

・ 今まで宇宙開発の機会が少なかった国々との協力を進めてほしい。 

・ 海外との意見交換を都市だけでなく地方でも展開して欲しい。 

・ 世界で起っている、異常気象の情報の開示と共有の必要性を感じました。 

・ はじめて SDGs ということを知りました。自分で出きることは、なにがあるか日々考えながら生活して

いきたいと思いました。 

・ 環境にやさしい、安全で効率的なエネルギーの開発に取り組んでほしい。 

・ 日本の大学で海外の方も積極的に受け入れて宇宙分野の研究を行ってはどうか。 

・ 現状では連携した宇宙開発に消極的な国についても、将来的には広い協力の場に引き出して、互いに協

力してやっていってほしい。 

 

■タウンミーティング、その他について 

・ 高校生への授業、講演などもお願いしたいです。 

・ 今回は、来場者が少なかったですが、JAXAの成果を聞ける場なのでまた参加したいです。 

・ 鹿児島県は若者の流出が激しく、せっかくロケット打ち上げ場があるのだからもっと宇宙産業に関連し

た雇用が生まれてほしい。 

 

 

 


